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'99ジムカーすグランプリ

『 競技規定の説明』
ジムカーすグランプリ1愉 りの競技視起こ従つる日彗きn姜丸

欄 こ酬 を壌れVヒうえ こ惨詢□<た費,レヽ

い 輛 L/fュし―ション1碑じ醐 □限りま晩

音 汐 イ期 帽 訓置 箋 鳳 K1/10∞ 秒そ輌 崎 側 和 議ヽ

決められたタイムトライ刀レコースをスタートからゴ=ルまでを1台づつ走行し議
品議整装光電旨郵恥 でヽ 報」し」こ九

タイム指馴こよつて走行するクラス矧サを6鶴レ配
タイ¨ 珈 訟 クラスで タイム指数が12000以上の自まBクラス
11000以上で12000未静暖は Cクラス 回劉 OOOきさみこDクラス
Eクラスとなり議  錮 よ DクラスのみDl,D2の 2クラスに分割国

走行すろ回削ま2回としま魂  (2ヒート市D

走徊旧ヨ漫多柚J[¬斜うウト プd奮■カト フ
…

クラ列贋・ゼッケン川副こ

行憑′ヽま晩

1.Aクラス参加者のみ 第1ヒート開始画諏こタイムトライフ レコー
…

1周

|めぎり製潟Ⅲご駆 潮 n言魂

1. 各ヒート開始直前の5分前か訳 決められたウォームアップコースでのウォームアップ
走行が認められま曳

2.その道耐蹴 タイム測自分竜副1賠d司じ<クラ列贋・ゼッケン慣0フ嘉ヽウォーム
アッフ匈―スカILは史金の為□団謝こ約15台の走行するものとし議
3.ウォームアップよ 先頭の3台がウォームアップコースのスタートラインlLg」した事が

―

J月はJ生 開晰ム 5分御こ1嫁ター日媚 |…

タイムトライアリレコースの走日これ て下圧の内容のぺ力しティ行赫 つた場割□よ

¨ イパ¨ じたヽ記のヽ力しティタイムの力眸菱ジ■モ類丸

ゴーノレガの転倒・不停止

な 側 ―ノ出 まみ出し … 3秒力蔭
コースミス 失格 KIBし正規コース1悧尋した場合を除<)

但¨ 撼シ行為こ力同 ま 動 りでJ■ tCとする
転口左よび輛田球 祝 つぎまヽ力いシ対隊外とな乙

まほ ぺ力け ィチェック係 ←シDが 1′
“

唄静確に対しOttXきるべ力開シ
|ま 係員1人あたり最大3秒までとする  0日レベカ断ィに動同調に加藪yは魂 )
(例月ま コース」こマーシャルが4回面壁y額し調 Jよ じ行日こぺカレティを繰り回じでは
最大́切 しティは4× 3秒こ10レυ冨③

会場対おいなる場合t走 行する場a□きヽレメットの自電び胚ヨで丸
正規のスタート時司にスター

「
l壺Jこ動輌GV誠腸自こ1よ そのヒートにつレTで赫

可としま晩 蜘 ι轄断静場器担当者までその連絡まdmつ 月易含叡余ま姜つ

※ 以上、競技に関わる判定などについては、基本的に一切の
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パイロ珈 ・足つき ……

連続した足つき ……………
1回につき1秒加算
1回につき3秒加算 〈連続3m

※

※

※

■ 硼 ※

※

抗議を受け付けません。



99ジムカーすグランプリ

車輌レギュレーションについて

このジムカーナグランプリ全国シリース戦におけて|よ ジムカーナい らの扁見を受ける事なく、
より正しく認知してもらう為と 誰もがより参加しやすく参加者間での不公平惑をより少な<する為にこの
回 レギュレーション』智親 しでいま丸
主なポイントは動的性能鰤 呪86品そして外観な 基本的に市販状態またはそ倒%に 保つ点に

ありますので ご理解の上ご参加下さいますよう、よろしくお願しヽ致しま魂
企画貢任 GR∧

『 '99ジムカーナグランプリ車輌レギュレーション』

1.エ ン ジ ン 関連    エアクリーナーおよびキャブレターからエンジン本は そしてマフラーまでの部品
を 出力向上や軽∃ヒなどの効果のある部品への交換および加圧が加えられていな

い義

,D.」 MC∧認定マノラーヘの交換● 車載コンピューターのROMの書
制 曖 や

`凛
栃め り■記 れ

2.タ  イ  ヤ     誰でも入手可能な一般市販公回甲タイぃ :雄
レース用タイヤま月ま特別に市r散 タイャゃ勁レービングなどの加工を引すた
タイヤでれ 葛

3.ハ ン ド リレ     市販状態とハンドル取り付サ形式力同じである勇
例Dセパレート型ハンドルからパイブハンドルハ中 魚ヽ そう口顎認め

らね壼載ンt
4.ホ イ ー ル      ホイー川コ書例Mま たは外笛か可回選 と同じであ凛

い 0た締蟹湘胸

5.フ レーム 関煙     フレーム スイングフーム ステアリングステム フロントフォークなどを、変
更または大幅勧 田力贈 1てし颯 吼

6.腋 ・ヨ彙釜痴購     ヘッドライト メータ_テ ールラン

ー

を取り外され 葛  0ヽッ
クミラー日除く)ま たブレーキやクラッチレバーの切嚇 られませた

7.例 外 規 定   a同 ギ当薄隻換 性のみ葬師弦郡融 諄 軸 に認に

b市胸寿讚つままであってt走 行上で安全日

―

またり気音

誌 び遇品雪ブ臨蜘 を超えていると半」断される場合に|よ 走日ま認めら

才1薩むヽ

0上記項目およ
“

]映,卜の内容の事であつてtヨ 緒 はレギュレーション
の基本精神□照らし自鬼 主催者の判四̈ 鬱〕嚇や解釈を下せる

ものとする。

以  上

特周」規定 : 2000年には、車両外観を市販状態と同等に保つ『シルエット規定』を採用しま
す。1999年はその前段階として、アッパーカウルの取り外しや大幅な加エ ハン
ドルのグリッフ立置の大幅変更、テールカウルなどの大幅な刑超 更した車両で参
加する方へ|よ グランプリポイントは一切与えません。 (1999年のグランプリシ
リーズヘの参加は可能です)

特局」嘔  :ジムカーナ初参加者およびAクラスの方の車両に対しては、レギュレーション確認
不足を補うため、軽微な逸脱については上記レギュレーションを弾力的に適応させ

ます。
不安や疑間のある方|よ 開催事務局宛に必ず事前にお問い合わせ下さい。

※注意 : 上記特別処置|よ 基本的にAクラス以外の方には適用しません。
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